
アイロン掛けの熱セット効果と材質への

影響について

緒 言
被服材料のアイロン掛けは， アイロン掛けに

よる熱セット効果を大きくするとともに， アイ
ロン掛けによる材質の性能変化は小さい ことが

望ましい。 そ こで本研究では， 熱セ ッ ト 効 果

と， それによる材質への影響を検討した。 熱セ

ット効果としては， ひだっけ効果を測定し， 材

質の性能変佑としては， 外観的変化を見るーっ

として， 色及び光沢度の変化を測定し， 強度変

化を調べるーっとして， 引張り強伸度変化を測

定した。

実験方法
1 ， 試料 実験に用いた試料は 第l 表に示す

ような 綿フ守ロード， ウール・ ポプリン， ポリエ

成 瀬 信 子

ステル・タフタで， 大きさは 8 cm x 2cm に切

り， たて方向と， よ こ方向の 2種類とした。

また， 実験はすべて 20土 20C， 65::!:: 3 �ぢの恒

温恒湿室で-行った。

2， アイロン及びアイロン台 アイロンは 第2

表に示すよ5な自動温度調節付のアイロンで，

約700Cから230.Cまでの聞を， 各温度指示によ

り， 7段階の一定温度に保たれる。 アイロシ台

は厚さ 3mm の 綿毛フェルトを 2枚重ねて 綿布

で包んだものを用いた。 試験布にかがる圧力

は， アイロン台が弾力性をもっているため， ア

イロンの底面圧llg/cm 2とほぼ等しいと考えら

れ， 外力を加えず， アイロンの自重によるもの

としTこ。

3， 温度と時間 アイロンとアイロ!γ台をー

(第1表〕 試験 布 の 諸 元

布 名 材 質

綿 フ ロ ー

トノレ ポプリント 叫
ーノレ タフタ |テトロン 叫

糸の太さ 密度(本/cm) 厚さ 平田重 製造会社|組織 (側) (m'J/crd) 力日 工

80s / 53 / 26 /吋。イ 11 5 liiiFイズ!東洋紡

電F1重g量円5El最事巾|底frl平府! 自動温 調
350 I 附I 18.8 I 10.6 I国2 I 11.0 I 高麻 綿 毛 絹 人絹低
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(第1図)

1cm 

アイロンの中心点

0.5 cm 

熱電対

ン中心部の一定の場所に挿入し， 温 度 指 示値

が， 平衡に達し， すなわち所定の温度指示とな

った時を時間の原点とし， それより規定の時間

経過した後， 取り出した。 この規定時聞は， 80 
、秒" ，4 0秒，1 0秒の三段階にとった。 温度は，アイ

ロン中心部より 0.5cm下った所に，直径 0.3mm

程度の鉄ーコンスタンタシの細い熱電対をセッ

トし， 電子管式平衡型電位差記録計で記録し，

実験を繰り返した場合の平均値を測定温度とし

て示した。

定温度に保ち， 第l図に示すように， 試験布は

長辺を二つ折りにし， ひだ山を上にしてアイロ

4， ひだっけ効果 アイロン掛けのひだっけ

効果の測定は， 所定の加熱時間後， アイロンを

除去し， ただちにピンセットで試験 布 を は さ

み， 針金にかけ， 5分間放置後に， ひだ山より

lcm下った個所の開角度を測定した。

〈第3表〉 分 散 分 析 結 果(分散比F)

| 開角度 | 明 度 l r - | 光沢度 | 伸
温 4陪 *綿 度 29.89 3.57 

フ
ロ 時ド 間 0.73 1. 97 

ウ 温 ー伊 勢

ノレ 度 81. 60 4.38 

ポ 時ブ 4除

リ 閑 5.69 1. 10 
、J

ポタ 温 ，争 *
リフ 度 126.22 3.17 エタ

ス
ア 時 4時 *
ノレ 間 7.97 0.83 

(…… . FO.05 (6， 12) =3.00 

FO.lO (6， 12) =2. 33 

FO.25 (6， 12) = 1. 53 

FO.Ol (5， 10)=5.64 

01F0.05(5，' 10)=3.33 

FO.l0 (5， 10) =2.52 

FO.25 (5， 10) =1.59 

* * * 持 品各

9.12 41. 30 

ム ム ムム
2.40 3.33 

* . ，階 キ * 。
35.56 5.56 

* 。
3.29 1. 12 

ネ • • ムム
8.24 2.42 

4降 4除
8.14 0.57 

FO.Ol (2， 12)=6.93 

FO.05 (2， 12) =3. 89 

FO.l0 (2， 12) =2.92 

FO.25 (2， 12)=1.60 

FO.Ol (2， 10) =7ò 56 

FO.05 (2; 10) =4.10 

FO.lO (2， 10) =2.92 

FO.25 (2， 10) =1.60 

�1 02� 

度 | 景品男 | 最議力 [ 傾斜角
キ ム 持〈

3.09 1. 51 1. 95 3. 10 

* • キ 4棒 * キ守 勢

16.06 5.58 11. 69 14.27 

ムム ム ム。 4時

2.92 1. 96 1. 75 4.38 

号除 ムム。 4降

7.44 1. 00 3.95 4.67 

* ムム ムム キ *
3.83 2.63 2.83 124.57 

ム * 

0.27 2.70 0.26 3.91 

1%キ 長

5% * 

10%ムム

25%ム



5， 色及び光沢度 色の測定には， アイロン

掛けを行い， 開角度の測定を行った試験布の中3

7こて方向の布を用いた。 また， たて 8 cm， よ

こ 2cmに切った布 そのままを原布として添え

た。 測定器は日本電色工業の測色色差計を用い

た。 同様に， 光沢度の測定にはよこ方向の布を

用い， 同社の光沢計(可変型〉を用い， 投射角

20.， 反射角20.で、測定を行った。

6， èl張り強仲度測定 引張り強仲度の測定

lは， ひだっけ効果及び色の測定をすませた後の

試験布を用い， 東洋測器のテンシロンE型万能

引張り試験器で， 試 長 3cm， 引張り速度 2cm

ノmim で測定した。

以上の 実験はすべて， 同一条件下で20回繰り

返し測定を行い， 各々の平均値を測定結果とし

た。

実験結果及び考察
上述の測定値を用い， 二元配置法により分散

分析を行うと， 第3表のような結果 が 得ら れ

る。 なお， 主要な 実験結果に対しては， 温度と

時間との交互作用の検定を行った が， ほとんど

有意な交互作用は認められなかった。

1)ひだっけ効果

加熱温度と開角度の関係は， 第2図(a) (b) 

( c) に示される。 いずれも，加熱温度 がひだ

っけ効果に対して， 非常に有意な要因であるこ

とは明らかである。

(a) 綿ブロード 加熱時聞について みると，

綿ブロードは， 第3表の結果によっても， 時間

は開角度の要因として有意性 がなく， 第2 図(a)

においても， 開角度 が， 時間にほとんど依存し

ていないこと がわかる。

(b) ウール・ ポプリン ウール・ ポプリン

については， 開角度に対する時間の効果は， 5 

9ぢ有意水準で、有意性 がある。 すなわち， 開角度
は多少時聞に依存している。 これは 第2図(め
からも察知される。

(c) ポリエステル・タフタ ポリエス テ ル

・ タフタは熱可塑性に宮み， 加熱時聞 が 長いと
開角度 が小さく， 第3表の結果によっても， 開

角度は時間とHぢ有意水準で有意的な関係 があ

ること がわかる。 した がって開角度は時間にか

なり強く依存していること が知ら れ る。 これ

は， 第2図(c)からも明らかである。

80 秒
一一一一一一一一一� 40 秒
一一一一一一一- 10 秒
(第2図~第4図各図すべて共通)
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第2図(0)

加熱温度と関角度
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2 )色及び光沢度

第 3図 (a)(b) (c)は， 色及び光沢度の測

定結果を示したものであり， いずれの試験布も

白に近いため， 色の変化としては， 明度とハン

タ一白度 が測定値の結果として傾向 が見ら れ

た。 明度 V はJISZ-8721(色の三属性による

表示方法〉に従い， 測定値YよりVの値を求め

た。

( a) 綿ブロード 第 3図(a)の 綿ブロード

第3図(.)

加熱温度と明度， ハンタ一白度， 光沢度
(綿・プロ ド)

においては， 明度は大きな変化は みられないが

白度は 1800C 以上では顕著に変化を示し，光沢

度についても1 600C 以上で変化 が大きくなって

いる。 いずれの場合も加熱時間 80秒の 実 験 で

は， 他に比して変化 が著しい。

(b) ウール・ ポプリシ 第 3図(b)の ウー

'"' 
で Irr， ，、
タ V
I � 
1'1 9 
J;': 将〔
% ) 

70r 8ïえ

都3図(b)

))11熱混皮と'Yl皮， ハンタ 白I主， 光沢l主
(ウールーポプリン)

60卜7

50ト6

5

4

 

ト

ト

ω

ω

m

m

 

光沢民(
告

9fill叶l117

1. 
hれ 60 _ � ill _ _ � • 

出割引

ル・ ポプリンにおいては， 由度は 1300C 以上か

ら著しく下り， 光沢度は低温度でも変化 がある
第3図(，)
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こと が示される。 第 3表より， ウール・ ポプリ

ンの明度， 光沢度は， ほとんど時間には無関係

なこと がいえる。 各場合について2000C 以上で

は， 急速に変化 が増大している。

(c) ポリエステノレ・タフタ 第 3図(c)の

ポリエステル・ タフタは， 光沢度の変化はいく

らか見られる が， 明度， 白度についτは， 高温

度 長時間においても， ほとんど その変化はわず

かで， 耐色性 があること が示されている。

3) 引張り強伸度

第 4図 (a)(b) (c) は 引張り強仲度測定か

ら得られた結果で， 強仲度曲線の勾配の平均値

を傾斜角として示している。

(a) 綿ブロード 第 4図(a)の 綿ブロード

第4図(.)

加熱温度と切断時荷重，伸度，傾斜角
(綿・ブロード)
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においては， 1 800C 以上では伸度 が小さくなっ

ている。 また第3表より。 綿ブロードの強仲度

変化は， 温度よりも時聞に依存していること が

いえる。

(b) ウーノレ・ ポプリン 第 4図(b)の ウー

ル・ ポプリンについては， 仲度変化 が大きし

また傾斜角も1200C 以上で徐々に小さくなって

いる。 切断荷重， 伸度， 傾斜角ともに2000C 以

上では， 急速に低下している。

(c) ポリエステル・タフタ 第 4図(c)の

ポリエステル・ タフタにおいては， 1200CあTこ

りより傾斜角の変化 が みられ， 高温度になると

ともに著しくなる。

第4図(b)

加熱温度と切断時荷重， 伸度， 傾斜角
(ウール・ ポプリン)

待

。lIトilla--LIlt

m

m

 

初
断荷
車(
岡) ， 

90 
伸m
タミ70
%6Õ!-持) 同

40 
30 
" 
10 
6 \ 

11・トtiti--LIBEl­

ω

叩

傾
斜
角(
皮)

5 m m m M 160 国 捌 悶
温度(t)

第4図(<1

加熱温度と切断時荷重，イ申度， 傾斜角
(ポリエステノレ・タフタ)

叫皮("0)

傾60
軒

丸L"一寸三二二

40 

30 

書 的 1∞ 12泊 140 1ω 180 200 220 
温度("0)

-105� 



結t iS 

し 綿ブロード

綿ブロードは， 熱セット効果は時聞に依存せ

ず， 温度1 800C近辺では， その効果は充分と云

えない が， 色， 光沢度， 強仲度から みると， 変

化 が認められ， 特に強伸度変化は時聞に依存し

ているので， 1 800C位の温度で， 短時間に熱セ

ットすること が望ましいと考えられる。

2， ウール・ ポプリン

ウール・ ポプリンについては， 熱セット効果

は多少時聞に依存して， 温度1500C近くでは効

果としては望ましい温度である が， 色の変化 が

著しいため， もう少し低い温度で時聞をかけて

熱セットする方 がよいと恩われる。

3， ポリエステル・タフタ

ポリエステノレ・タフタは， 熱セット効果 が時

聞によって大きく影響される。 色及び光沢度の

変化はわずかである が， 引張り強イ申度変化を少

くするため， 強伸度変化の時間依存性は小さい

ので， 低い温度Cll00C位〕で時聞を 長くかけ

れば充分な効果が得られ， 性能変化も小さいこ

と がいわれる。

終りに， 終始御指導をいただきました 文化

女子大学 小川安朗教授に深く感謝申し上げま

す。 なお 実験は吉見美智子助手の協力をいただ

きました。
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